
ミヤマカンスゲに似て、地上性の太い匍匐枝を伸ばす。基部の鞘は赤褐色をおびる。葉は幅4-8mm。前年

葉の束の中央には有花茎をつける。果胞は長さ3.5-4mmで無毛。

県内では5ヶ所ほどでしか確認されておらず、シカの採食による影響で激減している。2020年版での新規
掲載種。

シカの採食による影響の抑制が必要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Carex  sikokiana  Franch. et Sav.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

多可町、市川町、福崎町、神河町、豊岡市

■ 国内分布

本州（関東南部から近畿）、四国、九州（北部）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…ツルミヤマカンスゲ
環境省ランク… －


